











































































































nN -票 差 等 -2-質 (1+(n-1,q2)














































































































































































笑 1-JpnL∈Ls(p)Slnj｡Ln(p)Tj ,To .,丁
71(S,TIJ)-7∑ 2 -Fs∑sl-Fn∑Tj (20)
FL-1 I-1 i-1
となる.ただし,I:S(FL),I:n(FL)はそれぞれJpに関連するスピン変数Sl,Tjの添字の集合,Fsは




























素数が0(N)である密行列であることに着目しよう.これはK - ∞ におけるソウラス 符号の複
号問題に対応している.ソウラス符号の性質として復号成功相への局所探索法の引き込み領域の
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